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 著者は、各研究課題の結果について次のように述べている。研究課題Ⅰ: 尿中 L-FABP 値は、若年群
（≥ 45歳）や中年群（46-64歳）に比べて高齢群（≥ 65歳）で最も高値を示した。加えて、中高齢者に
おける尿中 L-FABP値は腎動脈超音波検査から算出される腎内血管抵抗指数を含む様々な腎指標と有意
に関連することが示された。さらに、中高齢者の尿中 L-FABP 値は、心筋灌流量の指標である SEVR
（subendocardial viability ratio）と独立した負の関連性を示した。研究課題Ⅱ:日常の身体活動量が多い（≥ 
193 kcal/day）中高齢者では、身体活動量が少ない（< 193 kcal/day）中高齢者に比べて尿中 L-FABP値が
有意に低値を示した。加えて、中高齢者の有酸素性運動能力（最高酸素摂取量）および筋力（握力）は、































平成 30年 3月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
